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　大正後期から昭和まで、圧倒的な発行部数をほこり、
全国の広い層の女性、特に主婦に読まれていた『主婦
之友』誌上の住宅記事を通して、情報を受け取る・提供
する・参加するという３つの立場の「主婦」の住宅作り
に対する日本の近代住宅史において主婦と住宅のか
かわりを見る。

第５章　考察
　5-1.　はじめに
　5-2.　　主婦と「住宅記事」
　5-3.　大衆雑誌における「住宅記事」

【結論】
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（１）『主婦之友』誌と住宅
・尾川 幸奈、安原 盛彦、崎山 俊雄
「大正期～昭和前半期の『主婦の友』における住宅関連
記事について」（一般社団法人日本建築学会, 2007）
　記事の変遷概要。主婦の視点は見られない。

（２）主婦と住宅
・久保加津代
『女性雑誌に住まいづくりを学ぶ　大正デモクラシー
期を中心に』（ドメス出版,2002）

⑴住宅に関して、大衆婦人雑誌の読者である「主婦」の
視点が明らかにされていない。
⑵住宅記事の概観はされているが、その特性を「主婦」
の視点で見る。

　2-2.　建築家　
　田中秀、江口義雄、西村伊作など。
住宅作家が自身で設計した住宅に関する記述が最も
多く、1930年代初頭から半ばが最も多数の建築家によ
り記事が執筆された。。

    
　2-3.　記者
　1917年から1929年までに住宅の紹介記事が多く掲
載されているが、1931年以降は台所についての記述や
著名人の住宅訪問の記事が見られ、特に1936年から
1946年までは生活用品に関する記事のみが確認でき
る。
　2-4.　建築家以外の専門家
　建築家以外の専門家が執筆した記事では、医学や工
学、家政学の面から住宅について述べるものが多く見
られ、戦時中は政府の介入が見られた。
　
　2-5.　小結
　　記者の執筆した記事は、創刊直後から生活改善に
おいて模範的な住宅や住まいづくりを実行している者
を取材する形の、啓蒙的な性格を示すものが見られた
。また、建築家などの専門家に面会し実作を紹介するも
のや、記者が紹介したいと思った地域の目立つ住宅を
紹介している場合も見られた。
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第 1章　『主婦之友』誌における「住宅記事」

第 0章　序論

第 2章　建築家・専門家による「教示記事」

1-1.～1-3.
　

1-4.　「住宅記事」主題の変遷
　・便利、経済、改良

　・規模（小さい）
　・家族、子供
　・流行、新出（文化的・新◯◯）
　・住環境（衛生・健康・温度）
　・設備（耐火耐震、盗難除け）
　・住宅に対するイメージ（明るい・心地よい・苦心）
　・様式（洋風・和風・折衷）

　『主婦之友』誌において生活改善がどのように影響し、記事
を通し読者に住宅の改善が受容されていたのかを概観。
　記事執筆者の割合において記者が最も多く、主婦が執筆
したものは他の分類の執筆者と比較すると数量としては少
ない。

【STEP1】（１章）
　『主婦之友』（計 30 巻）（1917 年 3月号～1946
年 12 月号）に掲載された建築にまつわる記事（※
1）を探索。

【STEP2】（１章）
　住宅、生活用品に対する発言が見られる記事（※
2）を抽出。
　※1＝「建築記事」、※2＝「住宅記事」と定義。

【STEP3】（２～４章）
　抽出した記事を以下の３種に分けて記述内容を
見る。
　①建築家・主婦之友社の記者・建築以外の専門
　　家による教示記事
　→記事の主題・観点
　②読者である主婦によって書かれた伝達記事
　　→「主婦」の住宅に対する意見・設計に対す
る思想を見る
　③建築家・専門家と読者による双方向型記事
【STEP4】（５章）
　考察

『主婦之友』
　1917年（大正6年）創刊。大衆
婦人雑誌。
女性の生活改善意識の向上を背
景に持つ。

・大正期や戦後のみを見た研究、
あるいは生活学における研究が
主流。
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図 2　本論文の構成

図 3　「住宅記事」項数割合の変遷



3-2.　建築資金　

・積極的な関わり：設計から建設まで
・住宅建築までの過程
家計の見直し→住宅づくりの検討→資金を捻出。
・節約や借金、共働きで建設。→夫婦での協力
　　　　　　　　　　　　（夫に協力的な主婦の像）

3-3.　設計思想・建築経験

・共通条件：明るさ、能率的（無駄がない）
　　　　利便性や経済、健康や衛生といった家族本位
・時代による変遷は見られない。
いずれも住宅における能率を上げるための内容であっ
た。
・設計の独創性：居間や客間、便所などの設備の位置　
　　　　　　　など、詳細部にのみ見られる。
・ 大工に対する意見： 注意を促すもの。

3-4.　小結
　全年を通して、家計の見直しを行った上で住宅づくり
を考えている例が多く見られた。た、資金のまかないを
節約や借金によって行っており、夫婦での協力が語ら
れている。これにより、家計をやりくりし、夫に協力的な
主婦の像が見える。また、大工選びや現場への訪問な
ど、自ら積極的に設計から建設まで関わろうとしていた
ことがわかった。
しかし、時代による変遷は見られなく、いずれも住宅に
おける能率を上げるための内容であった。
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4-2.　住宅相談

　「住宅相談」では、健康や様式について各々の意見や
重点をもつ読者が描いた図面を西村が添削し、図面を
誌上に掲載して質問に答えていることがわかった。
　また相談者は採光や風通しについて、自分の家のま
わりの環境など応募に際して必須事項となっている技
能や知識を有しており、日当たりは西村から高評価を
得ていたことがわかった。
　一方で、棚や家具の工夫や洋風生活を取り入れるこ
とを第一に考えたことによる生活が複雑化を制してい
る回答が多く見られた。

4-3.　座談会

　座談会は、住居に関して良い面・悪い面どちらも読者
に伝えようとしていることが特徴的であると言え、読者
に臨場感を与えて読み物的に情報を与えていたことが
確認された。

4-4.　設計懸賞

　教科書的な、都会向けの設計案。地方の応募者は少
なかったことが確認できた。
　独自性は棚の有無などの、詳細部のみ議論される。

4-5.　小結
　

　5-2.　考察１：主婦と「住宅記事」
　「双方向型記事」でにおける設計は教科書的で独自性が見られるのは収納などの細部のみ。
応募時期に当たる1927年は未だ主婦にとって住宅の「学習期」。他者の作品や考え方の真似をするにとどまり、活発な議
論は行われなかった。
　1933年から1934年にかけて行われた「座談会」は写実的で臨場感のある娯楽の場としてだけでなく、専門家と主婦の
間に属する「肩書きのある主婦」の発言に共感することで、それまでに学んできた改善の知識や模範とする考え方を確認
する場であったと考えられる。
　加えて、1933年頃には啓蒙的な言葉や姿勢で書かれた記事は急激に減ったことからも、この時期に『主婦之友』読者
である主婦の改善に関する知識が定着し全国に広く普及していたと言える。

　5-3.　考察２：大衆雑誌における「住宅記事」
　・修養：建築家や記者による啓蒙的な記事
　・有益：同じ立場の主婦や、自分よりも教養のある主婦の意見
　・慰安：賞与や利益が得られる懸賞記事

〈第１章〉
　『主婦之友』は生活改善を穏やかな啓蒙的姿勢で行っていた。
〈第２章〉
　「教示的記事」が新出、研究・実験、娯楽といった3つの視点で書かれていた。
〈第３章〉
　「伝達記事」の共通点として、住宅の建築資金集めに苦心し、自ら設計段階から施工まで積極的に関わって
いた。
　設計の独創性や設計思想：居間や客間、便所などの設備の位置などの記述に見られた。
　「伝達記事」は主婦の住宅に対する意見や思いを発表する場、そして大工選びや設計において注意を促す
役割を担っていた。
〈第４章〉
　主婦が間接的・直接的に建築家や専門知識を持つ主婦と関わり、教え教わる立場にあった「双方向型記事」
が主婦の社会参加の場であった。
〈第５章（考察）〉
　1927年は未だ主婦にとって住宅の「学習期」であった。　
　1930年前後に生活の改善意識が主婦に定着した。
　また、記事中の「主婦之友を参考に設計した」という発言により、読者の購買欲を高め、記者や主婦之友社
側は、この両者の横断する時間を設けて生活の改善を促し定着させたと言える。


